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さいたま市長定例記者会見 

令和６年１１月６日（水曜日） 

午後１時３０分開会 

 

〇 進  行   それでは、定刻になりましたので、市長定例記者会見を始めさせていた

だきます。 

         それでは、記者クラブ幹事社、共同通信さん、進行よろしくお願いしま

す。 

〇 共同通信   １１月の幹事社を務めます共同通信社と申します。よろしくお願いいた

します。 

         それでは、本日の会見内容につきまして、市長から説明お願いいたしま

す。 

〇 市  長   皆さん、こんにちは。 

         土曜日に行われましたJ:COM presents２０２４ツール・ド・フランスさ

いたまクリテリウムは、あいにくの雨となりましたが、その雨や肌寒さを

吹き飛ばすような選手の皆様の力走、そして沿道やメインアリーナでのご

来場の皆様の熱い声援もあり、 記憶に残る１０回記念大会として、開催す

ることができました。 

         雨の中、お越しになったファンの皆様、そして大会の開催をご支援いた

だきました協賛各社の皆様、また会場周辺にお住いの皆様、警察、交通事

業者をはじめとする関係機関の皆様、ボランティアや事業者等の大会運営

に関わる全ての皆様にお礼を申し上げます。 

         さて、先日、日本総合研究所から全４７都道府県幸福度ランキングが発

表されました。政令指定都市の順位を見ますと、さいたま市は人口増加率

や可処分所得などの基本指標では、４回連続で第１位。また、健康、文化、

仕事、生活、教育の各分野でも、それぞれに高い評価をいただき、総合ラ

ンキングも第１位と、大変うれしい結果となりました。 

         このようなランキングは、スーモの住みたい街ランキングなど様々なラ

ンキングが発表されていますが、さいたま市はいずれも高い評価をいただ

いています。 

         いつも申し上げていることですが、このような評価は、日頃から市民の
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皆様や事業者の皆様と共にまちづくりを進めてきた成果であると感じてい

ます。これからもさいたま市に住みやすい、また住み続けたいと思ってい

ただけるよう、市政を進めていきますので、引き続き皆様のご協力をお願

いします。 

         それでは、議題に入ります。 

 

 

 

         まず、議題１「さいたま市新庁舎整備基本設計に着手します」について

ご説明します。 

         本市の市役所本庁舎は、令和１３年度、２０３１年度を目途に、さいた

ま新都心に移転整備します。今年の３月に策定した「さいたま市新庁舎整

備等基本計画」を踏まえ、令和６年６月補正予算において、基本設計に関

する予算をご承認いただきました。 

         その後、外部有識者で構成する事業者選定委員会による技術提案等の審

査を経て、基本設計事業者を決定し、１１月１日から基本設計に着手した

ので、お知らせします。 

         内容の説明の前に、まずは技術提案のイメージ動画をご覧いただきたい

と思います。こちらをご覧ください。（動画視聴 約１分３０秒） 

         基本設計事業者の選定に当たっては、新庁舎建設に関する豊富な知識、

経験、高度な企画、調整能力及び技術力が必要なため、公募型プロポーザ

ル方式を採用しました。 

         補正予算成立後の７月から、外部有識者で構成する事業者選定委員会で

選定に係る審査を行ってきました。その結果、最優秀提案者は、アール・

アイ・エー・環境デザイン研究所設計共同体となりました。 

         その後、最優秀提案者と令和６年１１月１日付で契約を締結し、新庁舎

整備基本設計業務に着手しています。設計期間は、令和８年４月３０日ま

での１８か月間です。 

         ここで設計者を紹介します。今回選ばれた設計共同体のうち、環境デザ

イン研究所は、日本を代表する建築家の一人である仙田満氏が主宰する設

計事務所です。 

市長発表：議題１「さいたま市新庁舎整備基本設計に

着手します」 
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         公共、民間を問わず様々な用途の建築設計の実績を数多く有しており、

未来をつくる環境デザインの理念の下、特に子どもにとって過ごしやすい

空間の研究から導き出される施設実績は国内屈指です。 

         また、株式会社アール・アイ・エーは、再開発事業などの大型プロジェ

クトを全国で手がける組織事務所で、超高層ビルなどを得意としている事

務所です。 

         次に、設計事業者のこれまでの設計実績を幾つかご紹介します。まず、

代表構成員の株式会社アール・アイ・エーが設計したものとして、主にナ

カノサウステラ、新宿ファーストタワー、阿波市交流防災拠点施設（アエ

ルワ）があります。 

         ナカノサウステラは、今注目の中野駅周辺の再開発プロジェクトの一つ

です。また、阿波市交流防災拠点施設（アエルワ）は、地域及び市民の文

化、交流活動を支援するとともに、災害時の活動拠点として設置された施

設です。 

         次に、環境デザイン研究所が設計したものですが、主に秋田県の能代市

役所、それから石川県立図書館、また東京辰巳国際水泳場などがあります。 

         能代市役所は、特徴的なデッキ広場と市庁舎により、新たな地域のコミ

ュニティー空間を創出しています。石川県立図書館は、年間１００万人を

超える来館者があり、公共空間の新しい形として大変有名な建築物です。

また、東京辰巳国際水泳場は、東京オリンピックの水球会場となったのを

はじめ、各内外の主要な大会に使用されました。 

         このような実績のある設計チームなので、いい市庁舎ができるのではな

いかと期待しています。 

         設計事業者の技術提案の概要について、まず主なコンセプトの観点から

説明します。初めに申し上げますが、提案をそのままつくるコンペとは違

います。設計者の技術力を見るためのプロポーザルの提案ですので、提案

内容は今後設計を進める中で変更する部分もあり得ることを踏まえ聞いて

いただきたいと考えています。 

         まず、コンセプトの１つ目ですが、「市民の語らいの場としての市庁舎」

です。市民が憩い集うことができ、多様な情報を得られ、市民の一体感、

盛り上がり、共感を生む場としての市民広場を含む本市のシンボルとなる
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新たな市庁舎の形が提案されました。 

         屋外市民広場を囲うようにして、行政棟、そして議会棟、屋根付き市民

広場、民間機能が配置されています。屋根付き市民広場では、ミニコンサ

ートやパブリックビューイング、またオリンピアンの壮行会など様々なイ

ベントが行えるとともに、新たな市民の憩いの場となります。 

         ２つ目は、「将来にわたって親しまれる市庁舎」です。市民に開かれた議

会については、市民広場と傍聴スペースを隣接させることで気軽に議会に

触れられる機会の創出などが提案されました。 

         訪れた市民が行政窓口にスムーズにアクセスできるよう動線の配慮や、

職員も働きやすく、効率的な行政運営を実現するための執務空間の創出な

ど、市民をはじめ、議員、職員といった新庁舎を使う多くの人にとって、

将来にわたって親しまれる市庁舎の提案がありました。 

         ３つ目は、「地球にやさしく、凜とした市庁舎」です。免震構造の採用や

危機管理センターと市民広場の連携による、防災中枢拠点としての機能を

強化しています。屋上だけでなく庇を活用した太陽光パネルや地中熱の導

入、自然の風を取り入れ、空調の負荷を和らげるなどの脱炭素時代のＺＥ

Ｂ庁舎のシンボルとなる提案がありました。 

         デザインとしては、市民広場も併せて凜とした優しさと爽やかさを秘め

たレジリエンスを感じさせる建物外観を目指す提案がありました。 

         基本設計を進めていくに当たって、私から市の想いについて発信したい

と思います。激甚化する災害に対応するために防災性能や脱炭素の観点で

市のシンボルとなる環境性能に配慮し、将来にわたって持続的な行政サー

ビスを提供し、政令指定都市としての未来へ躍動する都市経営の拠点とし

ていきたいと考えています。 

         また、訪れる市民や来街者が居心地よく、常に活気とにぎわいが生まれ

る市庁舎とすることや、市庁舎で働く職員が快適な執務環境で勤務できる

環境を実現していきたいと考えています。 

         最後に、市民広場を含めた市庁舎のデザインは、遠くからさいたま新都

心方向をのぞんだときに一目で分かるようなさいたま市民のシンボルとし

て、末永く愛されるデザインとなるよう、整備していきたいと考えていま

す。 
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         最後に、今後のスケジュールについてご説明します。ご覧いただいてい

るのが今後のスケジュールです。 

         おおよそのデザインなどが上がってくる基本設計の概要を、来年

２０２５年１０月頃に公表したいと考えています。その上でパブリックコ

メントを実施し、市民の意見をお伺いしたいと考えています。いただいた

意見を踏まえながら、２０２６年４月に基本設計図書をまとめます。その

後、事業者選定手続を経て、実施設計、建設工事に着手し、合併３０年の

節目となる２０３１年の移転、供用開始を目指します。 

 

 

 

         続いて、議題２「桜環境センターがさいたま市で初めて自然共生サイト

に認定されました」についてご説明します。 

         環境省が令和５年度から開始した自然共生サイト認定制度に、本市の桜

環境センターのビオトープが認定されました。本市として今回初めてで、

県内では６例目です。 

         自然共生サイトは、生物多様性の保全に向け、公民連携で取り組んでい

る先進的な事例として評価されるものです。 

         今後、生物多様性の保全は、本市が目指す持続可能な環境共生都市の実

現に向けて、脱炭素社会と両軸で取り組んでいくべきものであると考えて

います。 

         １０月２１日に、さいたま新都心合同庁舎一号館で、自然共生サイト認

定授与式が行われました。本市からは新屋副市長とビオトープの管理を担

当している一般社団法人コミュニティーサポートセンターさいたまの職員

が出席しました。 

         また、１０月２９日には、ビオトープの活動責任者である株式会社エコ

パークさいたまと一般社団法人コミュニティーサポートセンターさいたま

の職員から、サイトが認定を受けたことの報告を受けました。 

         こちらが認定証です。 

         自然共生サイトについてご説明します。自然共生サイトですが、これは

国立公園や鳥獣保護区域等、法的に保護されている地域以外の民間等の取

市長発表：議題２「桜環境センターがさいたま市で初

めて自然共生サイトに認定されました」 
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組によって、生物多様性の保全が図られている地域のことです。 

         国は、生物多様性の損失対策として、生物多様性国家戦略２０２３―

２０３０を策定しています。５つの基本戦略から成っており、その１つ目

として「生態系の健全性の回復」を掲げ、それを達成する手法として自然

共生サイト認定制度を創設しています。 

         生物多様性は、気候変動と並び、１９９２年ブラジルのリオデジャネイ

ロで開かれた地球サミットに合わせて採択されました。国際連合枠組条約

の下で進められてきたものです。 

         ２０２２年の昆明・モントリオール生物多様性枠組で、２０５０年ビジ

ョンである「自然と共生する世界を目指す」ことと、２０３０年までに生

物多様性の損失を止め、反転させる「ネイチャーポジティブの実現」とい

うミッションが示されました。その中に、２０３０年までに陸と海の３０％

以上を健全な生態系として効果的に保全する「３０ｂｙ３０」という目標

を掲げました。 

         今回認定されたエリアは、桜環境センタービオトープＳＥＥＯと多目的

広場の合計０．５３ヘクタールです。所在地は、さいたま市桜区新開４―

２―１。２０１５年、桜環境センターの開業とともに、埋め立て跡地に造

成したものです。 

         このエリアは、荒川流域の農村環境をモデルとし、地域の自然を再生す

ることを目的とした管理運営を実施しています。市民向け環境学習イベン

トを開催していて、管理作業やモニタリング等を市民協働で行っています。

希少種の確認種数、また個体数等が年々増加しています。２０２３年現在、

埼玉県レッドデータブック掲載種を２９種確認しています。 

         認定審査においては、９つの生物多様性の価値のうち３項目が評価され

ました。里地里山といった二次的な自然環境に特徴的な生態系が存する場

については、もともと何もなかった土地から約１０年で里地里山の環境要

素である田んぼ３面、二次林、池、細流、多目的広場の草原等、多様な環

境要素がモザイク状に存在する環境ができ、年間４００種類もの生き物が

確認できるようになりました。 

         健全な生態系が成立し、生態系サービスを提供する場については食料、

文化的行事の材料の提供といった供給サービス、レクリエーションの場と
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して活用する文化的サービスの提供が掲げられています。 

         希少な動植物が生息生育している場については、近隣に秋ヶ瀬公園や田

島ケ原のサクラソウ自生地等の豊かな環境もあり、埼玉県のレッドデータ

ブックに記載されている２９種類の希少種がこれまで確認されています。 

         認定で期待される効果としては、さいたま市の３０ｂｙ３０への貢献は

もちろんのこと、桜環境センターの認知度の向上、さいたま市にも生物多

様性の価値があることを知っていただき、市民の皆様が生物多様性の保全

への意識が醸成される効果があると考えています。 

         また、将来的には自然保護への貢献度が求められる民間企業等からの財

政、人的支援の場として活用し、市民だけでなく、企業との協働にも取り

組んでいきたいと考えています。 

         さいたま市には、荒川・元荒川流域、見沼田んぼといった市内に生物多

様性が豊かな自然が残っています。桜環境センターでは、ＳＥＥＯでの環

境学習内容のほか、秋ヶ瀬公園や田島ケ原サクラソウ自生地など、豊かな

周辺環境等との連携によるさらなる活用を検討していきたいと考えていま

す。 

         今回、市で認定に向けた取組を行ったノウハウを生かし、民間企業にお

ける自然共生サイト申請の支援、また生物多様性の保全に向けた取組の活

性化を図ってまいります。 

         ２０３０年生物多様性の損失を止め、反転させるさいたま市のネイチャ

ーポジティブの実現を目指して、今後も市内の生態系の質の向上や市民の

行動変容の促進に取り組んでまいります。 

         議題の説明は以上です。 

 

 

         続いて、お知らせがあります。 

         １１月１日から、パートナーシップの宣誓をした方がパートナーの税証

明を申請する際に、これまで必要としていた委任状がなくても、取得でき

るようになったことをお知らせします。これまで委任状の省略ができるの

は、同居の親族に限られていました。パートナーシップの関係にある方は

委任状の添付または提示を求めてきました。 

お知らせ：パートナーの税証明書を委任状なしで取得

できます！ 
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         本市では、さいたま市総合振興計画における人権尊重社会の実現の理念

に基づき、一人一人を認め合い、互いを尊重しながら、個性と能力を発揮

できる社会を目指していくために、令和２年４月１日から「さいたま市パ

ートナーシップ宣誓制度」を実施しています。こうしたパートナーシップ

制度の趣旨を踏まえ、このたび１１月１日から、同居のパートナーの税証

明書を委任状なしで取得できるようにしたものです。 

         具体的には、同居のパートナーに限り、パートナーシップ宣誓時に交付

されるパートナーシップ宣誓書受領証を窓口で提示することで、委任状の

添付または提示を省略することができるようになります。今後もこうした

取組を通じ、誰もが性別に関わりなく一人一人が認められ、尊重され、個

性や能力を発揮し、自分らしく安心して暮らせるまちづくりを進めていき

たいと考えています。 

         私からの説明は以上です。 

 

 

〇 共同通信   ありがとうございました。 

         では、市長からの説明について質問がある社はマイクを使用してお願い

します。 

〇 読売新聞   読売新聞です。お話ありがとうございました。 

         新庁舎の件で２件ほどお伺いさせてください。まず、選定方法の公募型

プロポーザル方式なんですけれども、大体何事業者、設計事業者あたりか

ら提案があったのかというところと、あと今回決まった事業者というとこ

ろで、その決まった事業者の決め手といいますか、市長の中でこれが特に

よかったというところがありましたらお聞かせください。 

〇 事務局    参加事業者数は３者です。 

〇 市  長   私から申し上げます。 

         新庁舎については、本市の新たなシンボルになるということでシビック

プライドの醸成、あるいは持続可能な都市づくりの推進を象徴する庁舎に

したいという考えから実施しました。そのために外観などの見た目のデザ

インだけでなくて、区役所機能がない政令市の本庁舎に市民が集まる仕掛

けの工夫が必要であると考えており、そういったところに注目して提案を

議題に関する質問 
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見させていただきました。 

         外観のデザインについては、今回選定されたものについてはシンプルで

品がいいという印象で、周囲の公園との一体感も感じられ、市民広場は屋

外の部分と屋根付きの部分の組み合わせになっており、昨今の夏の大変な

暑さを考えると、一年を通して市民が憩うことができる、またにぎわいを

もたらす場所になるというイメージを持ちました。 

         また、将来の変化に柔軟に対応して効率的な行政運営を実現するための

執務スペースや、市民に開かれた議会についても様々な工夫が盛り込まれ

るなど、本市にとって未来へ躍動する新しい市庁舎の形だと受け止めてい

ます。 

         また、防災中枢拠点としての機能強化、また太陽光パネルや地中熱の導

入など、脱炭素時代のＺＥＢ庁舎のシンボルとなるよう丁寧に検討されて

いると感じました。 

         提案内容は、基本設計を進める中で変更するものであるので、今後事業

者とともに検討を重ねながら基本設計をつくり上げていくことになります。

ですから、先ほど見ていただいたものがそのままできるということではな

く、いろいろな変更の可能性もあることはご理解いただきたいと思ってい

ますが、十分な知識と経験を有する設計者が選定をされたと認識していま

す。 

         また、事業の選定については、事業者選定委員会という外部有識者によ

る組織を設置し、新庁舎はどのようなシティーホールであるべきかという

問いかけに対して提案を募って、事業者を選定をしたところです。 

〇 読売新聞   その中でも多少変更があるというところなんですけれども、特にこの部

分は市長としてやりたいなという部分、数ある中で大変恐縮なんですけれ

ども、何か一つを挙げていただけたらと思います。 

〇 市  長   私どもは、当初から基本構想の中で、区役所がない施設なので、事業者

とか、働いている職員ばかりが使うものではなく、市民の皆様に親しまれ、

有効に活用していただける、そんな庁舎を目指したいという思いがあるの

で、広場の役割に大きな注目をしています。（新庁舎の）シンポジウムを開

催した際にも、この広場をテーマに実施しました。広場が屋外型のものと

屋内を活用したものと２つのセットで提案をいただいて、昨今も非常に暑
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いので、そういった暑さや天候に関わりなく使えることが大変すばらしい

と思っています。この広場に多くの市民の皆様に集っていただき、まさに

多くの人たちが集い、絆が生まれてくる、そういった市庁舎にしていきた

いと思っています。 

〇 埼玉新聞   埼玉新聞と申します。ご説明ありがとうございました。 

         今回の件と直接関係しているか分からないんですけれども、昨年１１月

に審議会で事業費が４００億円ということで、そこからまた１年たって、

物価高騰も続いていると思うんですけれども、現時点で事業費は幾らぐら

いになる試算みたいなものはどうなっておりますでしょうか。 

〇 市  長   この工事費ですが、予定工事費については基本計画での事業費を上限と

して提案することを条件とし、事業者選定委員会において、その点も含め

てご審査いただいたと認識しています。現時点では、その事業費の中でで

きる、その可能性の高いことも一つの要件になっているということです。 

         いずれにしても、今後基本設計を進めていく中で、年々物価が高騰して

いる状況なので、その中でコスト管理を行い、できるだけ事業費を抑制す

るように努めていきたいと考えています。 

〇 埼玉新聞   では、現時点では４００億という数字からは、上には行っていないとい

うことでしょうか。 

〇 市  長   その中での提案と考えています。 

〇 毎日新聞   毎日新聞と申します。ありがとうございました。 

         ちょっと基本的なことで恐縮なんですけれども、こちらの提案のイメー

ジ図なんですけれども、こちらを公にされるのは今回初めてでよろしいか

ということと、あとまだ変更あり得ると思うのですが、現段階で何階建て

で、本庁舎だけで結構なんですが、何平米ぐらいかというのを教えていた

だけますでしょうか。 

〇 事務局    提案によれば１８階建てです。５万平米という基本計画で立てた数字に

収まっています。 

〇 市  長   今回初めてこれを出したという形です。 

〇日刊工業新聞  日刊工業新聞です。 

         変わるということですけれども、行政棟の上のところにテーブルみたい

にのっかっているんですけれども、これは最終提案者のところからどうい
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う説明があって、どういう目的のどういう機能の屋根になっているという

何か説明がもしあればお願いします。 

〇 事務局    提案では、こちら裏山という、いわゆる展望施設です。その上にかかっ

ている屋根みたいなものがヘリポートの部分です。 

 

 

 

  

〇 共同通信   それでは、幹事社から代表質問をいたします。 

         １０月２７日に第５０回衆議院議員総選挙が行われました。結果につい

て改めて受け止めをお願いします。 

〇 市  長   それでは、幹事社からの質問にお答えします。 

         このたびの総選挙では、自由民主党と公明党を合わせた与党の議席数が

過半数に達しないという結果になりました。これは、自民党の政治資金問

題が大きく影響したことはもちろんですが、国会でしっかりと論戦を行わ

ずに早期解散を行ったことや任期を１年残しながら解散を行ったことが、

政権維持のための解散ではないかと有権者に疑念を持たれた結果ではない

かと感じています。 

         報道によると、来週１１日に総理大臣の指名選挙を行う特別国会が召集

されるとのことです。国の内外に課題が山積している中で、新しい政権に

は物価対策をはじめとする経済政策にしっかりと取り組んでいただきたい

と考えています。 

         また、今回の総選挙では、政治と金の問題が大きくクローズアップをさ

れました。国会の場では、与野党の立場を超えて議論を重ね、改革を進め

ることによって政治に対する国民の信頼を取り戻していただきたいと考え

ています。 

         私たち地方自治体の行政を預かる者としては、地方創生の取組をしっか

りと進めていただきたいと考えています。今、地方自治体が置かれた状況

は非常に厳しく、少子高齢化の急速な進展などによって地域力が低下する

ことを非常に心配しています。それぞれの地域が持続的に発展できるよう

に、地方と都市部の役割の見直し、また東京への一極集中などの課題にも

幹事社質問： 

１０月２７日に第５０回衆議院議員総選挙が行われま

したが、結果について受け止めをお願いします 
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取り組んでいただきたいと考えています。 

         以上です。 

〇 共同通信   ありがとうございます。 

         代表質問の説明に関して質問のある方はマイクを通してお願いします。 

〇 埼玉新聞   埼玉新聞です。ご説明ありがとうございます。 

         今回投票率が低下したということで、それの受け止めと考えられる理由、

あと今後どのようにすれば投票率が上がるかという市長の考えをお願いし

ます。 

〇 市  長   それでは、ご質問にお答えします。 

         まず、戦後３番目の低い投票率となったことは率直に申し上げて、非常

に残念な結果だと感じています。投票率の低さには様々な要因があると思

いますが、解散から公示日まで期間が短かったことで周知が行き届かなか

ったということも一つあると思います。また、投票者総数に対する期日前

投票の数字が、前回令和３年執行の選挙と比べますと２．０４％減少して

います。このことからも投票所整理券の到着の遅れも影響があったものと

考えています。 

         今後のことについてですが、本市においては公共施設へののぼり旗の掲

出、特設ホームページ、市の公式エックス、ライン、フェイスブックでの

情報発信を行いました。また、市内の大型店での店内放送、区役所での庁

内放送、市、区の選挙管理委員会職員による広報車による呼びかけなどを

実施したと伺っています。引き続き、近年国政、また地方、ともに低下傾

向にあるので、その都度広報活動を年齢層ごとに積極的にやっていく必要

があるのではないかと考えており、今後は従来から申し上げている主権者

教育を拡充しながら、中長期的には選挙に行くことの意味、あるいは意義、

重要性を市民の皆さんにしっかりご理解いただくことを併せてやっていく

必要があると考えています。 

〇 埼玉新聞   もう一点お聞きしたいんですけれども、選挙の取材をしていて市長を何

回かお見かけしまして、応援演説に市長が行く基準というのを言える範囲

でお聞きしたいなと思います。 

〇 市  長   まず、公務に差し支えない時間であるかどうかが大前提です。公務に影

響がない時間帯を前提として、基本的には現職、元職の候補、これはさい
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たま市が国への要望等で大変お世話になっているので、そういう点が１点、

また新人であっても本人や関係者から強い要請を受け、さいたま市のため

にご尽力いただいてきた方であることが２点目です。 

         そして、３点目は市政運営に同じ方向でご協力、ご支援をいただいてい

る候補という視点から応援に伺わせていただきました。これは党派に限ら

ずということです。 

〇 共同通信   そのほか幹事社質問につきましてありますでしょうか。 

         なければ、そのほか質問がある方はお願いします。 

 

 

〇 読売新聞   読売新聞です。 

         冒頭お話あったんですけれども、クリテリウムの件で聞かせてください。

あいにくの雨だったということで、集客的なところでは正直難しい点もあ

ったのかなと思うんですけれども、改めて１０回大会を振り返って、市長

から見られてよかった点と、あと課題というところのそれぞれの側面から

よろしくお願いします。 

〇 市  長   まず、感想ですが、雨にもかかわらず、今大会を楽しみにして市内外か

ら多くのファンの皆様にお越しいただきました。心から感謝を申し上げた

いと思います。また、大会の開催にご支援をいただいた協賛各社、また会

場周辺にお住まいの皆様、警察、交通事業者をはじめとする関係機関の皆

様、大会を支えてくださったボランティアの皆様等に対して、改めてお礼

申し上げます。 

         当日はあいにくの天候でしたが、同時開催された「サイクルフェスタ」、

また「さいたまるしぇ」とともに、１０回記念大会として、これまでのど

の大会よりも記憶に残るものになったと思っています。 

         また、今大会では新しい取組にもチャレンジしました。その１つとして、

ステージイベントでの特別企画、それから、さいたまスーパーアリーナの

コミュニティアリーナを活用したキッズクリテリウム、これは将来のツー

ル・ド・フランスを目指すような選手たちを育成しようということや子ど

もたちにも新たなファンになってもらおうという試みで、実施しました。 

         いずれにしても、スポーツ振興はもとよりスポーツを活用したまちづく

その他：さいたまクリテリウムについて 
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り、自転車を活用したまちづくりを推進する本市にとっては、この大会は

意義あるイベントであったと改めて感じたところです。 

         また、残念ながら雨でしたので、やはり従来ほどの集客には残念ながら

なっていないという印象を持っていますが、これは屋外型のイベントです

ので、致し方ないこと思っています。今回幸いにしてもさいたまスーパー

アリーナをお借りすることができたので、少し（天候の）影響を軽減する

ことができたのかなと思っています。 

         いずれにしても、ツール・ド・フランスさいたまクリテリウムは自転車

のまちづくり、それからスポーツのまちづくりをしていく上でのそれぞれ

の計画の中で、大変重要なイベントと位置づけています。こういった大会

をすることによって、自転車のまちづくりも環境整備が大分できてきたと

ころです。自転車のレーンの整備、これも２１６キロメートルの整備がで

き、自転車の事故も大幅に減少することができました。 

         また、自転車を利用する方々も非常に増えたこともあり、週１回スポー

ツをする人の割合は、私が就任をした頃から比べると２倍近くアップした

ところです。そういう意味では、総合的な視点から大きな役割を果たして

くれていると思っています。 

         また、課題については、細かいところも含めていろいろありますが、今

後それらを改善しながら、よりいい大会が実施できればと考えています。 

 

 

〇 読売新聞   ありがとうございます。この後のさいたま市のスポーツの大型イベント

としましては、さいたまマラソンなのかなと思うんですけれども、先日の

エックスでマラソンの定員が達しましたというニュースを見たんですけれ

ども、そちらに対する受け止めと、あと完走率を上げるというところでラ

ンナーにどういうサポートを今後展開していきたいなというの、もし市長

のお考えがありましたらお聞かせください。 

〇 市  長   大変順調に参加申込みをいただきまして、定員が埋まったということで、

大変うれしく、またありがたく思っているところです。 

         そして、このさいたまマラソンは、初めてマラソンに挑戦するランナー

を応援しよう、挑戦するランナーを応援していこうというコンセプトで実

その他：さいたまマラソンについて 
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施していますので、申込みをしていただいた方々を対象に、スポーツクリ

ニックを相当の回数やらせていただいて、練習の仕方であるとか、フォー

ムであるとか、あるいはサプリメントの活用の仕方であるとか、いろいろ

なノウハウといいますか、完走しやすくなるための様々な知識を身につけ

ていただくとともに、多くの人たちが完走できるようにという思いで、サ

ポート体制を充実させているところです。 

         今回も、いろいろなクリニックをさせていただいていますので、引き続

きしっかりと充実させながら、特に初めてマラソン、フルマラソンにチャ

レンジする、そういった方々がまずはさいたまマラソンに出たいと、こう

思っていただけるような、そんな大会になっていけばいいなと思っていま

す。 

〇 読売新聞   あと補足、ちょっと関連なんですけれども、今年走られる予定ってある

のでしょうか。 

〇 市  長   今検討中ですが、昨年残念ながら３８．５キロ地点でタイムオーバーに

なってしまいましたので、その点など十分反省しながら、練習等が順調に

いけばと思っていますが、現時点では、白紙という状況です。 

 

 

〇テレビ埼玉   テレビ埼玉です。 

         さいたま市長選挙についてお伺いします。今日午前中に、市の選挙管理

委員会が来年５月２６日に任期満了を迎える市長選挙について、５月

１１日告示、５月２５日に投開票、選挙期日になったというふうに決まり

ました。 

         改めて、市長の進退についてのお考えといったところをお聞かせいただ

けますでしょうか。 

〇 市  長   私の進退についての見解ということですが、さいたま市長に限らず、首

長の任期としては選挙で当選してから、任期は４年間と決まっています。

自らの出処進退を表明する際には、今までの４年間の取組について、皆様

とお約束してきたことがどの程度達成できたのか、あるいは状況はどうだ

ったのかということを私自身もしっかり振り返りながら、また見直しをし

ながら、その中で最終的に判断することになると思います。 

その他：さいたま市長選挙について 
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         現在は、まだそういった段階ではない、また、まだまだやっている最中

であると考えていますし、当面の政策課題について全力で取り組んでいる

ところです。 

         市長選挙に立候補するのかどうかについては現状では、全く考えていま

せん。 

〇テレビ埼玉   分かりました。 

         関連してもう一点なんですけれども、投票率について、先ほど衆院選で

もお話ありましたが、さいたま市長選挙の投票率、前回が２８．７０％と

いう形で、こちら過去最も低い数値となったと認識しております。ほかの

政令指定都市に比べても低い数値かなというふうに考えております。 

         立候補者の数や争点などで、一概に複合的な要素があるので比較は難し

いと思うんですけれども、先ほどやっぱり投票率が高いことも大事だとい

うこと市長おっしゃっていましたけれども、今回１１月、例年１月に市長

選挙を発表しているところ、２か月ぐらい前倒しにしたのも、市の選挙管

理委員会はなるべく有権者に早く周知したかったからという話もあったん

ですが、どのような形で投票率が上がっていくことが望ましいとお考えで

しょうか。 

〇 市  長   直接的な周知啓発活動については、選挙管理委員会のほうで実施してい

ただくことになりますが、やはりこれは４年に１回市民の皆様に与えられ

たというか、市民の皆様が持っていらっしゃる、要するに選ぶ、選べる選

挙ということになりますので、やはり立候補される方々がしっかりと政策

を打ち出して、またさいたま市の未来をどうするのかということをしっか

りと打ち出して、そしてそれを選択していただくことが大変重要になると

思っています。 

         いずれにしても、日本全体もそうでありますし、さいたま市にとっても

大変重要な歴史的な過渡期になるような、大変重要なタイミングでの選挙

であると思いますので、しっかりとした政策、あるいはビジョン、これを

打ち出していただきながら、市民の皆様に選択していただく、そういった

ことが必要だと考えています。 

         そして、より多くの有権者の皆様に関心を持っていただけるように、選

挙管理委員会での広報はもちろんでありますが、それぞれの候補がしっか
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りと広報についても取り組みながら活動していただくことが重要ではない

かと思っています。 

〇 埼玉新聞   埼玉新聞です。 

         今の件に関してちょっと確認なんですけれども、市長現時点では立候補

は全く考えていないとおっしゃいましたけれども、出るか出ないかも全く

考えていないという意味でよろしいでしょうか。 

〇 市  長   そうですね。 

 

 

〇 埼玉新聞   すみません。クリテリウムの関係で、パラで２大会連続で金メダル取っ

ている杉浦選手に市長特別賞を贈呈されておりましたけれども、改めてそ

の贈呈した理由を教えていただいてもよろしいですか。 

〇 市  長   ２０２４年のパリパラリンピックの女子個人のロードレースのＣ１から

３の部門で、２大会連続となる金メダルを獲得されました。また、５３歳

での金メダル獲得ということで、自身の持つ日本人選手としての金メダル

の最年長記録を更新されました。今年で１０回大会を迎えたツール・ド・

フランスさいたまクリテリウムにこれまで６大会連続、６回の出場を果た

していただき、力強い走りで大会を盛り上げていただきました。自転車の

まちづくりを推進する上でも、大きな力になったものと思っています。 

         杉浦選手のパラリンピックでの活躍、またさいたまクリテリウムへの長

年の出場、協力ということは、本市にとっても、本市が進めていく自転車

によるまちづくりの政策についても、大きく貢献していただいたと考えて

おり、その中で市長特別賞を授与させていただいたところです。 

 

 

〇 埼玉新聞   全く別の話なんですけれども、１０月３０日にさいたま地裁で市立中学

校の校長先生に対してパワハラを認定する判決が出ましたけれども、それ

の受け止めについてお願いします。 

〇 市  長   現在、教育委員会が出された判決文について精査し、今後の対応につい

て検討しているところと聞いています。 

         現時点で私からのコメントについては、差し控えたいと思っています。 

その他：杉浦選手の市長特別賞について 

 

その他：市立中学校でのパワハラ認定判決について 
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〇 共同通信   そのほか質問よろしいでしょうか。 

 

 

〇 埼玉新聞   今日の午前中だと思うんですが、大宮アルディージャのチーム名がＲＢ

大宮アルディージャに決まったという報道を見たんですが、そのチーム名

が決まったということと、あと新しいエンブレムが、リスではなくて今度

は赤い牛になったということで、市長ご覧になったかどうか分からないん

ですけれども、もしご覧になっていたら印象をお聞かせ願えればと思いま

す。 

〇 市  長   まず、先ほど大宮アルディージャの新たなチーム名がＲＢ大宮アルディ

ージャであることのほか、新たなエンブレム、ロゴ等が発表されました。 

         レッドブル社がクラブの全株式を取得したことに伴うものであると思い

ますので、この変更については企業の判断を尊重したいと考えています。 

         本市としては、大宮という地名であったり、アルディージャというチー

ム名を維持していただき、基本的なところは対応していただいたと考えて

います。 

         また、これまでと同様にホームタウンとしての支援を行っていきたいと

考えていますので、クラブには引き続き様々な事業において、地域とのつ

ながりに重点を置いた協力をチームとしても継続してやっていただきたい

と考えています。 

         また、チームは先日Ｊ３での優勝が決定して、Ｊ２昇格を決めました。

来シーズンからＪ２リーグの舞台で戦うことになるということで、ＲＢ大

宮アルディージャとして、レッドブル社のこれまでの実績を生かしていく

ことで、Ｊ１復帰を少しでも早く実現していただきたいと思います。 

         チーム名、エンブレム等については、企業の、クラブの全株式を取得さ

れたことの中で、一定の理解はさせてもらうということです。 

〇 共同通信   そのほか質問よろしいでしょうか。 

 

 

〇 埼玉新聞   埼玉新聞です。 

         先ほどパートナーシップ宣言書の新しい取組についてご説明いただきま

その他：大宮アルディージャのチーム名等の決定につ

いて 

 

その他：パートナーシップ制度の連携拡大について 
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したけれども、パートナーシップ制度、各自治体で大幅に拡大されていま

すので、今後への期待、お話しいただければと思います。 

〇 市  長   このパートナーシップ制度が、全国的に大きく広がってきたところです。

埼玉県内においても川口市を除く全ての市がパートナーシップ宣言をされ、

お互いの協力関係も実施したところであり、さらに今回、大阪府が取りま

とめ役となっている、自治体間連携ネットワークにも参加させていただき、

現在１９の府と県、１５０の市町村、合計１６９自治体が参加をしている

状況にあると聞いています。 

         いずれにしても、今後も多くの方々が自分自身の多様性が尊重されて、

生きやすい環境をつくっていくことが必要だと考えていますので、今後さ

らに広がっていくのではないかと期待しているところです。 

〇 共同通信   そのほかよろしいでしょうか。 

         ありがとうございました。以上をもちまして記者からの質問を終了させ

ていただきます。 

〇 進  行   それでは、以上をもちまして市長定例記者会見を終了させていただきま

す。 

         なお、次回の開催ですが、１１月２１日木曜日午後２時からを予定して

います。本日はありがとうございました。 

 

午後 ２時２７分閉会 

 

※この議事録は、明らかな言い直し、重複した言葉遣い、話し言葉などを読み易く整理した 

ものを掲載しています。なお、会見後追加・訂正・補足等された文言等については（  ）と 

し、下線を付しています。 

 


